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日
本
や
朝
鮮
半
島
な
ど
の
祖
国
を
離
れ
て
活
躍
し
た
知
識
人
の
な
か
に
は
、
多
大
な
業
績
を
残
し
な
が
ら
も
、
国
内
で
は
そ
の
存
在
が
長年忘れ去られてきた人物もいるだろう。朝河貫一（一八七三’一九四八）はその代表例である。一九四八年八月、
イ
ェ
ー
ル
大
学
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
朝
河
貫
一
の
計
報
を
受
け
て
、
米
通
信
社
Ａ
Ｐ
と
Ｕ
Ｐ
－
が
「
日
本
に
お
け
る
最
も
高
名
な
世
界
的
学
者
の
死
」
と
し
て
報
道
し
た
が
、
日
本
の
新
聞
で
は
単
な
る
小
さ
な
死
亡
記
事
と
し
て
、
さ
ら
に
は
国
外
か
ら
の
情
報
で
あ
っ
た
た
め
に
彼
の
姓
氏
さ
え
異
な
る
文
字
で
表
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
朝
河
は
自
身
の
学
問
的
業
績
に
加
え
、
在
米
日
本
人
の
大
学
知
識
人
と
し
て
日
鰯
戦
争
か
ら
第
二
次
大
戦
終
戦
ま
で
政
治
的
に
も
活
離
し
て
お
り
、
近
年
再
評
価
の
動
き
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こでは彼の初期の思想の一部を振り返ってみたい。
戦中戦後知識人の担った使命と役割（七）（崖）
１．価値の実践ｌ朝河貫一をめぐる背景
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
七
）
崔
先
縞
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朝河は、幼い頃から武士の子としてのしつけの一環として漢文の素養を身につけさせられたようである。父親によ
っ
て
日
常
に
お
け
る
士
族
と
し
て
の
品
格
保
持
の
重
要
性
に
つ
い
て
教
育
を
受
け
る
と
同
時
に
、
朝
河
家
の
歴
史
や
か
っ
て
の
二
本
松
で
の
戦
争
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
維
新
の
結
果
、
藩
閥
政
治
が
行
わ
れ
、
中
央
で
も
福
島
県
出
身
者
な
ど
が
地
域
差
別を受けることが多かったことを考慮すれば、そうした経験が朝河の人格の核として大きな影響を及ぼしてきたもの
と考えることは容易である。明治維新から間もない頃の近代期の日本に生まれた朝河だが、このように士族としての
念
が
つ
づ
ら
れ
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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朝
河
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
十
二
月
二
十
日
、
現
在
の
福
島
県
二
本
松
市
と
な
っ
た
福
島
県
安
達
郡
二
本
松
町
に
て
旧
二
本
松
藩
士
朝
河
正
澄
と
ウ
タ
夫
妻
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
彼
の
学
問
世
界
に
お
け
る
価
値
の
形
成
の
過
程
に
於
い
て
は
、
彼
自
ら
を
取
り
巻
い
て
き
た
個
人
的
な
生
育
環
境
に
大
き
な
関
連
性
を
宿
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
社
会
制
度
を
構
成
し
て
き
た
士
農
工
商
と
い
う
身
分
的
階
級
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
朝
河
家
は
国
家
的
内
戦
の
な
か
で
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
家
督
相
続
の
問
題
を
の
り
越
え
て
士
族
と
し
て
残
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
加
わ
り
戊
辰
戦
争
に
敗
れ
、
家
屋
敷
ば
か
り
か
秩
禄
も
失
い
、
新
政
府
へ
の
仕
官
の
道
も
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
の
新
時
代
に
は
急
激
な
生
活
の
困
窮
に
襲
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
父
の
正
澄
は
、
伊
達
郡
立
一
丁
山
村
の
天
正
寺
の
離
れ
に
建
て
ら
れ
た
村
立
小
学
校
の
校
長
と
し
て
、
山
中
へ
い
わ
ば
都
落
ち
し
な
が
ら
も
天
生
寺
の
庫
裏
に
一
家
で
住
ま
い
、
村
ご
と
す
べ
て
の
教
育
に
う
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
成
人
し
た
以
降
の
朝
河
が
留
学
に
赴
い
て
以
来
、
父
を
外
地
で
の
拠
り
所
と
し
、
ど
れ
だ
け
誇
り
を
懐
い
て
い
た
か
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
に
残
る
朝
河
の
遺
品
の
な
か
に
、
村
長
か
ら
の
感
謝
状
と
村
人
八
百
八
十
人
余
の
連
名
に
よ
っ
て
敬
慕
の
（１） 
念
が
つ
づ
ら
れ
た
「
報
恩
之
辞
」
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
父
が
校
長
を
務
め
た
小
学
校
を
去
る
際
に
階
ら
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貫
一
が
ま
だ
二
歳
だ
っ
た
明
治
九
年
二
八
七
六
年
）
一
月
に
は
、
母
親
の
ウ
タ
が
病
気
で
死
去
し
た
が
、
後
の
養
母
に
は
愛
情
を
注
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
六
月
に
は
、
父
親
の
勤
務
先
で
あ
る
立
子
山
小
学
校
の
改
築
に
伴
い
教
員
宿
舎
が
完
成
し
、
よ
う
や
く
朝
河
一
家
は
天
正
寺
か
ら
学
校
の
敷
地
内
の
教
員
宿
舎
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
る
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
五
月
に
立
子
山
小
学
校
に
入
学
し
た
が
、
高
等
小
学
校
の
最
終
学
年
に
は
、
英
語
教
師
の
い
た
川
俣
高
等
小
学
校
に
転
校
を
す
る
。
父
親
は
薄
給
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）
四
月
に
は
旧
制
福
島
県
立
尋
常
中
学
校
（
現
在
の
福
島
県
立
安
積
高
等
学
校
）
に
進
学
し
、
特
待
生
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
資
力
に
恵
ま
れ
な
い
士
族
の
子
女
は
授
業
料
が
免
除
さ
れ
る
師
範
学
校
に
進
む
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
た
が
、
朝
河
は
父
の
意
志
に
反
し
そ
れ
を
望
ま
な
か
っ
た
。
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
日
本
は
封
建
制
と
い
う
暗
黒
か
ら
脱
け
出
し
た
明
る
い
明
治
と
い
う
時
代
の
は
ず
な
の
だ
が
、
朝
河
に
と
っ
て
は
逆
臣
と
な
っ
た
東
北
地
方
の
没
落
士
族
と
し
て
の
環
境
の
な
か
で
、
世
の
中
の
矛
盾
や
社
会
正
義
に
敏
感
な
少
年
時
代
で
あ
り
つ
つ
も
他
の
多
く
の
青
年
同
様
に
、
広
い
新
し
い
世
の
中
で
の
成
功
家
庭
教
育
を
受
け
た
彼
に
と
っ
て
、
士
族
と
し
て
守
る
べ
き
第
一
の
行
動
様
式
と
は
「
節
度
」
な
い
し
は
「
武
士
道
」
で
あ
っ
て
、
維
新
の
文
明
開
化
と
い
う
名
の
も
と
に
西
洋
化
さ
れ
て
も
、
士
族
と
し
て
の
伝
統
意
識
ま
で
を
廃
棄
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
没
落
し
た
士
族
で
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
武
士
的
な
伝
統
意
識
を
よ
り
強
く
育
む
も
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
は
、
日
常
的
生
活
に
お
け
る
「
節
度
」
の
保
持
こ
そ
が
人
間
と
し
て
の
最
良
の
価
値
で
あ
る
と
志
向
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
日
常
的
節
度
と
い
う
も
の
か
ら
社
会
に
向
け
て
充
実
し
た
献
身
、
そ
し
て
貢
献
が
可
能
と
な
る
も
の
と
判
断
し
て
い
た
に
相
違
な
い
だ
を夢見たことであろう。
ろう。卒業
後
、
嘱
託
で
尋
常
小
学
校
の
英
語
教
師
を
務
め
た
後
、
明
治
二
十
五
年
二
八
九
二
年
）
十
一
月
に
は
、
現
在
の
早
稲
田
大
学
の
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
七
）
（
礎
）
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前身である東京専門学校文学科に編入学する。とはい．ｘ学資に困窮していた朝河は、友人に紹介された杉並区荻窪に
位
置
す
る
東
一
昂
本
郷
教
会
の
牧
師
横
井
時
雄
（
一
八
五
七
’
一
九
二
七
）
が
主
催
す
る
雑
誌
『
六
合
雑
誌
』
の
編
集
を
手
伝
う
こ
と
で
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
そ
の
な
か
で
、
一
部
不
本
意
な
が
ら
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
年
）
六
月
に
洗
礼
を
受
け
キ
リ
スト教徒になるのだが、横井がアメリカ合衆国北東部のニューイングランド（ｚのミ国口、｝四目）地域のニューハンプ
シャー州（ｚの弓四画ごロ⑪三『の。Ｚ国）ハノーバー市（国目。『閂）グラフトン郡（の局貝８口○・目曾】）に位置するダート
マス大学（□日・§・貝け○・」］の、の）の学長Ｗ・Ｊ・タツカー（印・肉のめい・局。『臣Ｐ日当の芝の言弓月岸閂）に朝河の留学援助
を
依
頼
し
、
直
後
の
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）
に
は
そ
の
了
解
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
渡
航
費
の
み
で
の
ア
メ
リ
カ
留
学
が
実
現
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
恐
ら
く
彼
は
、
英
語
や
西
洋
文
化
に
は
関
心
を
寄
せ
て
い
た
が
、
当
初
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
と
い
う
の
は
、
精
神
的
に
そ
う
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
『
六
合
雑
誌
』
に
は
彼
の
正
直
な
気
持
ち
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
年
）
七
月
、
東
京
専
門
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
た
朝
河
は
、
学
校
関
係
者
な
ど
に
借
金
を
依
頼
、
大
隅
重
信
・
大
西
祝
・
勝
海
舟
・
渡
辺
弥
七
・
徳
富
蘇
峰
ら
に
渡
航
費
用
の
援
助
の
う
け
、
明
治
二
十
八
年
（
’
八
九
五
年
）
十
二
月
に
二
十
二
歳
で
日
本
を
離
れ
、
（２） 
ア
メ
リ
カ
留
学
の
道
の
り
に
入
っ
た
。
翌
年
の
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
年
）
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
教
養
学
部
（。。」』の、の・唐回すの国］し耳、）一年に編入学するが、彼は、合衆国のなかでも、人種的にとりわけ白人の比率が高く、
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
の
な
か
で
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
の
数
が
多
数
を
示
す
こ
の
地
域
の
雰
囲
気
に
よ
っ
て
青
年
時
代
の
精
神
世
界
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ら
れ
、
か
つ
新
た
な
学
問
世
界
の
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明治一一一十二年（一八九九年）五月には、ダートマス大学を卒業し、同年の九月にはイェール大学（＆巴の口凰ぐの国‐
ご）の大学院歴史学専攻（弓冨国ｍ８このロの。巨亘・崗号の邑勉」の○日２９の、８．．］）に入学した彼は、そこでもダート
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マス大学の学長Ｗ・Ｊ・タツカー教授の援助のもと、博士学位論文倉皀の回日々冒昌白昼・目」巨命の。能冒ｇ貝、
、自身冒昏閂の能・ロロ・忌怠少・ロ．（日本における黎明の制度様式の導入’六百四十五年の改革に関する研究、和文
（３） 
翻
訳
書
は
『
大
化
改
新
」
と
し
て
出
刊
）
と
い
う
テ
ー
マ
で
博
士
学
位
（
勺
西
・
ロ
）
を
取
得
し
た
。
同
年
の
九
月
か
ら
は
、
朝
河
自
ら
の
母校のダートマス大学の講師（旧の。目弓の『）となって東西交渉史（四ｍ８昼・伶固Ｐ、缶‐二の⑩汁三の、。ごＰご・曰⑪）などの講義
を担当するようになった。上記の学位論文屡曰冨国貝一宣口⑩毬日蝕・息］口｛の。命］ｇＰ目ロ⑪自身甘言の局の俺・ＨＢＯ思念
し・Ｏ・葛（『日本における黎明の制度様式の導入’六百四十五年の改革に関する研究』、和文翻訳書名『大化改新』）にお
い
て
朝
河
は
、
日
本
に
お
け
る
歴
史
の
全
体
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
つ
つ
、
二
つ
の
革
命
的
状
況
の
出
発
点
と
し
て
「
大
化
改
新」と「明治維新」を挙げている。
後日の大正二年（一九一二年）六月に雑誌《日ロの］○日目］ｏ虎幻四ｇｏのぐの］○日】の貝（白の曰○ｍ）葱を通して発表された
論文倉の○日の。虎昏の○・口国日蝕・口⑪。命甸の口：］］§：８岳のｚのぎ』：：弓（近代日本が封建日本に負うものについて）
を
参
照
し
て
み
る
と
、
近
代
国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
日
本
が
力
強
く
近
代
化
の
歩
み
を
進
め
る
上
で
、
封
建
時
代
の
日
本
か
ら
継
続した「武士道」が特別な役割を果たしたと繰り返しうったえつつ、道徳（旨・日」〕ご）と社会生活（の○○巨巨席の）
（４） 
といった二つの側面からの「節度」（菖・ｇの門口は○口）の重要性について述べながら、同時に日常的生活様式における節
度
に
つ
い
て
強
調
し
て
い
る
。
な
お
、
西
洋
世
界
に
「
武
士
道
』
を
初
め
て
紹
介
し
た
新
渡
戸
稲
造
の
本
が
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
の
は、明治三十三年（一九○○年）であった。このような彼の考え方を形成する背景には、中世から近世までに一曰一って
長い時間の経過を通して彼の遺伝子のなかに叩き込まれた武士階級としての節度に対する認識が深く関係するものと
考
え
て
よ
い
も
し
れ
な
い
。
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
七
）
（
崖
）
五
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朝河がイェール大学に博士学位申請のため提出した学位論文は、日本の封建制を分析したく白けの回閏々Ｈ口⑪毬目‐
←】・目」貝の。ご口で；ロの自身甘鳶局の局・§・息念しｐ感であった。この学位論文の中で彼は、アジア諸国並びに
西
洋
に
お
け
る
歴
史
的
変
動
に
つ
い
て
分
析
し
つ
つ
、
そ
の
中
か
ら
日
本
と
の
関
わ
り
を
探
り
出
し
た
上
、
日
本
の
歴
史
全
体
の
枠
組
み
の
中
に
お
け
る
革
命
的
状
況
と
し
て
同
定
し
た
二
つ
の
時
代
状
況
、
す
な
わ
ち
、
大
化
改
新
（
ｇ
の
、
＆
○
門
日
・
思
念
）
と
明
治
維
新
（ｇの、の⑪計○国弐・曰。ご函ｇ）を、伝統社会における「封建制度」（昏の句の巳四］の］切寸の日）の形成と消滅の転換的な局面
と
し
て
想
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
の
な
か
で
朝
河
は
、
「
大
化
改
新
（
岳
の
、
瓜
○
局
目
。
忌
怠
）
」
お
よ
び
「
明
治
維
新
（
岳
の
幻の巴・門目・ロ・口②ｇ）」といった出来事を、日本の歴史に於ける「最も大きい二つの危機的状況（岳のす。円のｇの、（
臼尉の⑪）」として認識していた。封建社会は、大化の改新後、およそ五百年にわたり徐々に形づくられていったもので
あ
り
、
武
士
が
政
権
を
掌
握
し
た
後
の
七
百
年
の
間
は
現
実
に
日
本
の
統
治
に
関
わ
る
社
会
体
制
と
し
て
続
い
て
き
た
も
の
と
見
な
し
て
いた。 ２．
日
本
史
に
お
け
る
封
建
制
度
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
の
研
究
…弓与の□○凹蔑。ご○虎づずの、＆○局日○能の一ｍ目嵐、（○吋留日②邑俺ごユぽのＨすの⑩の⑩口曼己の■】（】ｍｍＢＱ←ロ口計詳俺○門目】、○回の。扁
昏のグミ。、局のｇの閏○コの。の。【旨の口ｇ］。□巴８局のの局○ｍｇの］ゆで四口の、の己の○℃一の『ずロの○９日すの旨、←ぽの因の⑪８門口毬○口○命
● 
ｌ初期における朝何の学位論文屡曰けの回日々閂ロ⑩葺巨はｏｐｍ」巨命の。命』口ｂＰｐｍｐ⑪自身冒岳：具・司日・忌怠
少・ロ・弓の序文（目可・目３．口）を中心に
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こ
の
よ
う
に
長
い
時
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
伝
統
社
会
が
、
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
非
常
に
短
い
時
間
の
間
に
そ
の
体
制
の
変
化
を
進
め
て
い
く
様
子
は
、
当
時
の
日
本
人
と
っ
て
大
き
な
驚
き
で
あ
り
、
朝
河
は
国
家
的
危
機
と
捉
え
た
。
散
髪
脱
刀
令
な
ど
文
明
開
化
と
称
し
た
単
純
な
西
洋
化
や
士
族
階
級
に
と
っ
て
致
命
的
と
な
っ
た
徴
兵
制
の
施
行
、
新
た
な
宗
教
的
伝
統
を
作
る
た
め
の
神
仏
分
離
と
廃
仏
殿
釈
、
こ
う
し
た
長
い
伝
統
の
意
識
的
な
転
概
は
、
革
命
の
名
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
既
存
の
伝
統
性
が
急
転
換
さ
れ
た
と
い
う
革
新
的
時
代
雰
囲
気
の
な
か
で
、
朝
河
が
、
こ
の
二
つ
の
時
代
的
山
場
を
貫
く
存
在
と
し
て
考
え
た
も
の
が
、
日
本
に
お
け
る
制
度
と
し
て
の
天
皇
の
存
在
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
明
治
の
国
内
的
時
代
状
況
に
お
い
て
は
、
戦中戦後知識人の担った使命と役割（七）（膿）
七
…
歴
史
上
の
六
四
五
年
の
大
化
の
改
新
の
位
置
づ
け
は
、
さ
ら
に
は
日
本
人
の
国
家
的
歴
史
に
お
け
る
最
大
の
危
機
ふ
た
つ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
危
機
が
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
で
あ
る
こ
と
に
も
及
ん
で
い
る
と
見
な
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
者
の
大
化
改
新
の
後
は
、
五
世
紀
に
わ
た
り
次
第
に
封
建
的
と
な
っ
て
い
っ
た
、
そ
し
て
七
世
紀
以
上
の
問
、
実
際
に
日
本
帝
国
の
封
建
的
治
世
が
続
い
た
。
日
本
帝
国
は
、
最
終
的
に
一
八
六
八
年
、
六
四
五
年
の
変
革
を
も
た
ら
し
た
の
と
同
一
の
権
力
で
あ
つ
（６） 
た
天
皇
の
権
威
に
再
び
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
曰ぼの帛○再【ロの局三四の竜○一一○言の９ヶ『ゆくの。の口言巨口の、。届口囚『ＰｇｐＰ｝溢巨Ｑ煙一命○口ロ回ｐｏｐｐｐ９寸彦の曰ケ『ｍのぐのゴ閂己○局の。①ロ（こ‐
局】の⑩。｛Ｐゴロ○什巨Ｐ」庵のロロロ］司巨］の。烏一ぽのロロ〕Ｃ常の。【ごゴー○ロゴＰい、ロ回」」『Ｈのロ｝⑥◎の９－口一画ののケ『げずのＨ回〕□の国⑫一口ロ什彦○国（『》
（５） 
←ず①のｐ『ゴの□○ヨョの局汁ロロ武門の口唇㈱のＱ←丘の。けｍｐｍの。｛の一ｍ．
」、の②。
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天
皇
を
君
主
と
す
る
新
制
度
が
依
拠
し
た
万
世
一
系
と
い
う
国
家
神
道
の
形
成
に
よ
る
国
家
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
強
力
に
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
過
去
の
「
天
皇
」
で
あ
る
皇
祖
と
い
う
存
在
を
学
術
的
で
あ
る
に
せ
よ
客
観
的
に
相
対
視
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
不
敬
な
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
が
英
語
で
書
か
れ
た
『
大
化
改
新
』
を
決
し
て
日
本
語
の
翻
訳
版
と
し
て
作
成
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
そ
う
し
た
理
由
も
大
き
い
。
朝
河
は
、
大
化
改
新
と
明
治
維
新
の
共
通
点
に
つ
い
て
異
文
化
の融合と折衷によって日本共同体（』眉目厨Ｓの○の日の目目の）の再建のために行った変革であるという画期的な意味付
与
を
行
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
変
革
の
際
に
制
度
と
し
て
の
天
皇
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
広
く
欧
米
の
知
識
人
社
会
に
紹
介
し
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
天
皇
の
権
威
を
阻
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
天
皇
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
役
割
を
明
示
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
…（Ｂ嵐⑪」囚⑪（８口四Ｑの日蝕○コのロ、、の⑩一ｍｇ日）旨の匡切８乱８｝ご什臼の⑩哉○由呂の、の【○局ロ〕ｇｏの⑪ロ。←日の円の写８口凶の（
】口詳切局の一口は。□什○能の宮口②」厨Ｈ曰マケＰげゆ］⑪○計。←ずのＨＨｐｂの凶、］芦ロ⑩感什ロｄｏｐｏ能】Ｐｂロロゴミ匠○のの巨口】Ｐ口の勺○ｍ】ロｏｐｍｐ〕○口、
｛ずの【ごｏｐｐ局○ず汚い。【ずロの言○ユニヴロ⑩ケの①口Ｐ、色ケ］の。一○ｍロ渭巨○ヶ三○口Ｑの門⑤ｐｑＨご肘ロゴ９の円の一口口９】口囚・
日ロの鴛巨。。ご岳○局○○日□四局、ごくのロ。」】は８ｃｍ。夛口卍□一『Ｐ南○局ｑ〆。□の、」の◎（言営の⑫←ＰＱぐ。｛什面の匡由区弩冨のゴロｇ弓の宮⑩８‐
ｔ
 
『『○能（ずのロ。⑫）感○口○命餃ロの回『ゴロの『○局】ご計ロのご口感。□、］ｏＨｍｍｐ旨仏は○口○俺］ロロロロ・岸一⑩ずずの回員〕ロの局○局｛ず、一局○口ロ、一ヶの
８口□の。蔑口囚一目穴ケのヨ『の①ローゲの、の局ｏＨＢｍ口Ｑほぼの幻の⑪８門ｇ】○口・弓威、厨口○誌、］］》【○Ｈｇの回日ＣのＨｏＮＰｐ計の９日の９ｍ⑪
三の］］煙の旨の什詳戸（のＱ什彦の幻の｛ｏ両日》ロ○ず。ロー『のロケの】の寸のＱ】ロのロ←の。扁崗の届９口」厨日〉ケローロー⑪○三②砂昏の、口帛の血色ｐＨ。。届】計、
のロ。戸『ロロ○の》｛ずの口、Ｐ円く甘く①」洋一Ｐ。□凶口○のぽゅいすの。。【曰の（彦の一口の□】『の『ｏ命］Ｐｂロゴごｍの口寸可巨の】Ｐｍ感ロロロ感ｏｐＰ」、のｐごロ』の口（。
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…
（
こ
の
う
ち
の
最
後
の
考
え
方
は
、
）
大
化
改
新
へ
の
歴
史
的
な
関
心
が
単
に
封
建
制
度
と
の
関
連
を
有
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
君
主
制
の
な
か
で
も
多
く
の
驚
異
と
誤
解
の
主
題
で
あ
り
続
け
る
唯
一
無
二
の
日
本
の
天
皇
制
度
に
も
関
連
し
て
い
る
。
比
較
政
治
学
の
研
究
者
な
ら
、
日
本
の
国
家
組
織
に
お
け
る
天
皇
の
位
置
に
ま
つ
わ
る
非
常
に
示
唆
的
な
歴
史
研
究
を
無
視
す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
大
化
改
新
と
明
治
維
新
を
つ
な
ぐ
も
の
を
形
作
る
も
の
こ
そ
天
皇
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
す
べ
て
で
な
く
、
天
皇
は
大
化
改
新
を
制
度
化
し
た
の
み
な
ら
ず
先
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
封
建
制
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
存
し
た
ば
か
り
か
そ
の
存
続
の
安
全
装
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
生
き
残
り
、
以
来
日
本
の
熱
狂
的
な
国
民
感
情
に
息
を
吹
き
込
む
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
の
国
の
国
民
生
活
を
理
解
す
る
の
に
、
そ
の
君
主
の
地
位
の
正
し
い
知
識
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
大
化
改
新
と
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
の
注
意
深
い
研
究
な
し
に
、
彼
の
権
力
の
興
味
深
い
歴
史
や
な
お
も
よ
り
興
味
深
い
人
民
と
の
関
係
の
発
展
が
理
解
可
能
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
の
六
四
五
年
の
大
化
改
新
は
、
日
本
の
雁
（８） 
史における大きな転換点であり、その精通は日本史の研究に不可欠なものだと思われる。
閂庁尉冒ｐｂｏｍ巴ケーの（ｏｐｐ９の『⑪（ロゴＱ計ケの口Ｐは○口⑪］」房の。届計ケ、（○○ロゴ（『］ヨヨ詳可。□念ＰＣＣ司再の○庁丙口○室「］の」ぬの。〔計嵌のの什色（ロの
。届けの『の。ぐの『の］ぬゴや二○局○四口】ロ←の『の⑪ごロ、声厨（。【ご○届ず厨ｂｏヨの『のロロロげぽの⑩ご」」ロ〕○局の】ご←の『の、ごロ、のごｏ一口ご○ご○命ケ厨
弓の一口感○コ８什臣の己の○つ］のケの旨一の］」】四宮の急『群ケ○口（四○Ｐ昂の命巳⑭一回Ｑ堂○崗庁けの幻の命。『日凹ゴ９什彦のＱＨｏＥＢ⑩同ロ８⑪一彦ロー
ｎｐｐのの口詳・曰ずの、の開ｏｐｐｏ烏の一ｍ局○局白い．計可の『Ｐ曰（丘の巨⑩８吋］○局］、ロロロ四ｍ『の口什計巨弓昌ｐｍＣｏ旨（．辱の日、、←のＨ〕
（７） 
⑪ののＨどののの⑪のゴごＰ］計○ずケのめげ臣。竜。【ずケロ（け厨一○局］。
戦中戦後知識人の担った使命と役割（七）（礎）
九
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一
方
、
朝
河
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
が
有
す
る
様
々
な
社
会
的
権
威
に
よ
っ
て
句
の
且
呂
の
曰
を
成
立
さ
せ
た
歴
史的経緯があったものと判断していた。そこには、キリスト教による王権政治への関与とともに、キリスト教の信仰
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朝
河
は
、
大
化
改
新
を
日
本
に
お
け
る
封
建
制
度
の
起
源
と
し
て
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
歴
史
に
お
け
る
天
皇
の
存
在
の
神
話
的
側
面
と
事
実
的
側
面
を
取
り
分
け
て
、
新
た
な
時
代
の
歴
史
認
識
の
出
発
点
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
封
建
制
度
に
お
け
る
社
会
統
合
的
側
面
を
天
皇
の
象
徴
的
存
在
意
義
を
通
し
て
拡
張
し
、
こ
れ
に
制
度
的
・
文
化
的
確
信
を
加
え
た
独
自
的
な
統
治
の
形
態
を
確
定
し
、
機
能
的
結
合
を
果
た
そ
う
と
し
た
と
い
う
彼
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
彼
は
、
日
本
に
お
け
る
封
建
制
度
と
西
欧
に
お
け
る
句の且呂、日、そして中国における封建の意味との単純な比較を通して封建制について説明を行っただけにとどまらす、
その背景となる時代性の解明を通して封建制度における個人と社会との関係に対しても意味を付与している。
日
本
に
お
け
る
封
建
制
度
の
到
来
は
、
ま
さ
に
大
化
改
新
の
国
家
と
天
皇
の
不
適
合
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
が
封
建
制
度
を
抜
け
出
し
た
と
き
に
、
歴
史
的
な
継
続
性
を
守
っ
た
も
の
は
ま
た
も
制
度
と
し
て
の
天
皇
の
存
在
（
日
ロ
の
Ｈ
ロ
豊
目
は
○
口
・
鷺
彦
の
固白己閂・局）であるとともに、このように、日本における制度としての天皇の地位とは、社会統合のためには最も実
用
的
な
制
度
装
置
で
あ
る
と
彼
は
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
現
在
の
時
点
か
ら
判
断
し
た
場
合
、
天
皇
の
制
度
的
な
継
続
、
継
承
論
に
つ
い
て
は
伝
説
な
い
し
神
話
的
側
面
が
多
く
存
在
す
る
と
い
う
議
論
の
余
地
も
残
る
が
、
む
し
ろ
制
度
と
し
て
の
天
皇
の
存
在
について単なる政治的支配者としてではなく、人々に道徳的影響力（曰○国］８口弓。｝。ご①局昌のでの。ロ］の）を与える
「
徳
」
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
評
価
し
た
と
こ
ろ
は
、
欧
米
の
知
識
人
が
天
皇
の
人
間
的
側
面
を
評
価
で
き
る
契
機
を
提
供
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
欧
米
の
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
内
容
の
紹
介
は
脳
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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的指導者たちによる「徳」の影響力の発揮が政治的権威という側面に大きく関わっていることについても問題提起を
（灯っている。
；・ニヨロロ（三○巨匠ゲロぐのワの⑦口（ロのロ】⑫←。『臣。｛回巨『○℃の罵詳ほゆ□日一ｍのの□○口の○鳧一房、『のロー①の（｛ＰＲ。『、》○ケｄ⑪画、口詳『□
曰ずのＣｐのｍは。□】の⑩】日ロ］のウロ（日○日のロ庁○巨の》ＰコロロのＨロロｂｍｐｏ回日○宮口討○｛】日回、旨、（】ぐの①、。『註葛○ＢＱｍ匡ｏ８の。国
８口⑩可Ｐｏｐｐｍの巨目画嵐ｍ８ｑ・曰彦の曰函巨のゴ８○ｍｍＨの］】、】○口○コｇの一口＆ぐ】□Ｐ口］ロ〕ロ⑩（すのｐ⑪８吋の局巳｝］臼のけご‐
ぬロ肘庁の。【『。【ロ（ず口討。□ずロの⑪。。】の（罠ご口いめず○口」□すの←けの＠局。。⑩の⑪。届げすのＨｐのロけゆ］Ｐ。ご○。。届口凶口囚」の□のＨｍｏ口命剤。『ご
昏巴○虎口ｐｐｍ円の、ｇの。【□の局⑩○コの．シロ。ｇの司貝】日日】＆⑩（ご◎け】ｏｐｍの①日⑪一○ケの岳旦口吋の』一四○口日Ｐ『。①のロ『】口‐
回匡の口○の〕ヨローご］ｇ巨口」凹口ＱｍｏＱＰ－ｏｏコユロ◎ず』ロロ］いず。『］】の浮けの吋口、回、『の口（】ロ⑪什詳巨蔑○口》。『陣切②ロ司○馬。直ロロロ臥口９℃』の。烏
⑪ご】『詳巨ｐ」②Ｃごく辱豈・閂什】の⑪ｏＨｐの←』【口の⑪←ＣＯ角「のニー【口。舅「口げぽ四（（ずの◎ずロ『○ずＰの⑤ロ】ロ⑪ご庁Ｐは。ゴーのＰｏｏＨｐｂ」の×す。□］○缶
圖什の門の⑪（⑪》日、訂『一口一口⑪芝の］」回、、ロ司詳ロロ一・○口（ロの○ずけの円西口ゴロ・日Ｐ口量ロ○口の。①のＱｍｐｐＱｍＨの口←のぐのローｍぽ画くの口ロー
ロの⑪円のＱ〕ロヶ肘什。『］【ＮＣ門口ロｏｎ○コのＱｏｐの』口命の口←ず。⑪の『ぐのサゲのｃｐＰＮ○ず。ｍ」←ず。仁、西什ずの］。【計の口、ｐＨ、口、帛司ｏＨｐｇののロ
８吋沙目⑥」８口３９の『。Ｈ臣の巴⑪命。『Ｂａｇ○吋の。『｝の⑫⑫旨ＰＤ８ａロゴ◎の目昏昏の命の口○画ロ囚⑪。｛回司の］】四○口・○已思ケ弩
ｑ門、乏耳ロ、サケの⑪のＰｐｇＨ口四口鐘。（ずの局Ｑ－の陣。○陣○口⑪Ｈｐｍぐゆ⑩計ロロの回什口己ｂＨｏｍＣｐ（ずの囚蜀の回読ｐロのめど○口⑫ずい←の。②計げぽのケの‐
四口日ロ、。鷺三⑩ロ日囚町田晋・
のＰのの註一○コい○帛庁ロ】⑫口口読巨吋のヨロの（ローョ⑫望切⑫のの日命○嵐〕ロー『口⑪ケロロ９三○［｛巴（ず旨（ずのす」旨ｇｏケロロ８．○ｐＨＰＰのい‐
（９） 
ご○口剪「Ｐいつロ○舅「のぐのＨ》⑫一ｍ【（の９－コ。『Ｑの門戸。⑫の同ぐの口⑪ユの郭刊・○冷（ケの⑩Ｐす）の。一○命討可尉のの⑪口『・
戦
中
戦
後
知
識
人
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担
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と
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割
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
個
々
人
の
精
神
性
の
形
成
過
程
に
は
キ
リ
ス
ト
教
が
大
き
な
影
響
を
与
え
、
個
人
に
お
け
る
精
神
活
動
、
か
つ
社
会
に
お
け
る
公
的
構
想
力
へ
の
影
響
を
与
え
た
と
朝
河
は
判
断
し
た
。
個
人
と
社
会
の
精
神
性
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
は、教会権力を中心として現実の権力体制に必然的に影響を与え、歴史そのものを決める重要な役割を果たしたと考
意な１J（l(］の利行６集そた
し問なＩｌＩｉ気害為う団うでヨ
て題いＩ協高のに一のしあ|
いＩことやいみ対つそたるロ
る接見ＩＭ１行なしのれ歴うツ
に近な想為らて菰と史かパ
達可さ力〕とず深要異を゜に
い能れら卓、いなな構こお
なとて生越物影区る成れけ
いなきじし質Ｍ１ド別のすはる
。る/こたた的をはとるｌｌｌｌ歴しか゜も１１１利与．、同こ純史
ｔ雌糊箙Ili腱繩嗣
なれこあは複いな、はあ成
がなうろ、合るIlil１個成るす
らいしにそ体か度人功がる
、・たもれでもやにし、最
わここからあし精対な非６
ｵＬうとかがるれｉｌｌｌすい常大
わしやわしこな的るだにき
れた多らばとい活もろゆな
の性〈ずしＩよと勅のうゆ要
間質の、（まあこのと・し素
題の区教多まる深社宗きの
は問〉)'１会かりに遠会教問一
、題をｌこれにあなにの題つ
こはＩＭｉ準少よる原対影でで
の、〈仕な〈と理す響ああ
論常こしか知Ａｌｌのるとろる
文１ことよれらわよもいうキ
の人にう宗れれうのう゜リ
主何]よと教てるにはの多ス
題のつり－的い。、注は分卜
の及てる教ると宗意、想教
見ばの良義。き教深一像が
方なみ心と他にがく人力な
にい、的協力制歴区のをか
従も研意調、Ｋｒ史別人どつ
つの究図的歴とにさ間れた
てに者｜こに史しおれのだな
始おはよ）杉上てけな精けら
めけ日つ成｜|｝のるけ神駆ば
らる頭てさ現教個れ的便、
れ信に生れし会人ば活しど
た仰述じたてが的な動ノこう
ギ偲鮒iW鳶ＭＭＩ維曾
あへを火の精多的会い程ろて
る凹含きで神〈な的。がでい
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朝
河
が
考
え
て
い
た
封
建
的
制
度
に
お
け
る
社
会
と
は
、
ま
ず
は
「
徳
」
を
有
す
る
人
々
が
支
配
階
級
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
支
配
階
級
と
は
、
制
度
上
、
主
君
と
従
臣
の
関
係
に
よ
っ
て
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
一
方
が
他
方
に
服
従
す
る
関
係
と
は
違
っ
て
、
主
君
と
武
士
の
間
に
は
武
士
の
奉
仕
に
よ
る
一
種
の
双
務
的
契
約
に
基
づ
い
た
互
恵
的
同
盟
関
係
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
自
然
、
か
つ
連
盟
的
な
形
態
の
支
配
権
力
が
形
成
さ
れ
、
行
政
制
度
の
運
営
と
財
政
の
管
理
、
軍
事
力
の
使
用
な
ど
に
関
し
て
も
、
必
然
的
に
牽
制
的
な
関
係
が
成
立
し
、
支
配
権
力
内
で
の
均
衡
が
と
れ
る
と
朝
河
は
判
断
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
二
世
紀
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
封
建
時
代
の
間
に
存
在
し
た
政
治
権
力
は
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
主
君
と
武
士
の
同
盟
関
係
だ
け
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
る
余
地
も
あ
る
。
た
だ
、
西
洋
世
界
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
世
俗
的
政
治
権
力
に
対
し
て
宗
教
が
権
威
を
意
味
づ
け
る
仲
介
者
と
し
て
、
権
力
と
し
て
も
混
在
す
る
現
象
が
多
く
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
洋
で
は
、
歴
史
上
存
在
し
た
様
々
な
政
治
権
力
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
的
共
生
・
依
存
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
河
は
、
西
欧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
教
と
世
俗
的
権
力
の
相
互
的
共
生
、
か
つ
依
存
関
係
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
と
ロ
ー
マ
教
会
関
係
の
中
か
ら
合
致
す
る
現
象
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。
朝
河
の
論
文
を
参
考
に
し
て
み
た
限
り
で
は
、
西
洋
の
も
の
よ
り
も
長
い
時
間
の
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
日
本
に
お
け
戦中戦後知識人の担った使命と役割（七）（礎）
一一一一
え
た
朝
河
は
、
こ
の
よ
う
な
ョ
１
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
存
在
、
並
び
に
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
現
実
の
権
力
体
制
と
の
比
較
を
通
し
て
、
封
建
制
度
に
つ
い
て
見
つ
め
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
３
．
制
度
と
し
て
の
句
の
巨
呂
の
日
お
よ
び
伝
統
性
の
継
続
に
つ
い
て
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…HalfacenturyafteTtheacceptanceofChristianitybytheFrankaBuddhismwasintroducedintoJa-
pan・Ｔｈｅｌｅｎｇｔｈｏｆｔｉｍｅｉｔｔａｋｅｓｆｏｒａｒｅｌｉgiontothoroughlytrainaracecollectivelymaywenbe､ｍｅa‐
suredeventodaybytheconductofthetroopsoftheChristiancountriesthrownincarnpaignamongthe 
so-calledinferiorraces・Thepurelymoralinfluenceofareligionoverapeopleisprobablyslowerthanits
politicalandsocialeffects,ｂｕｔｅｖｅｎｔｈｅｌａｔｔｅｒａｒｅａｐｔｔｏｂｅｅｘａｇgeratedbyitspropagandists・Betweenthe
sixthorseventhandthetwelfthorthirteenthcenturytheintervalwassixhundredyears,andyetthein-
stitutionalstudvoffeudalJaDanandfeudalEuroDeofｔｈｅｌａｔｔｅｒｄａｔｅｄｏｅｓｎｏｔｓｅｅｍｔｏｓｈｏｗthat,either 
v
 
asaninstitutionorasaprinciple,ChristianitvorBuddhismhadbeenafundamentalcauseofthegradual 
p
 
feudalformation､Theimportantplacewhichbothreligionshaveoccupiedinthefeudalhistorycannotof 
coursebedenied・Institutionally,forinstance，BuddhisminalliancewiththeSogafamilyhastenedthe
Reform,thelatterinturnconstitutingthenecessarypreludetothefeudaltransformationofsociety､A 
similarconnectionbetweentheFraｎｋｓａｎｄｔｈｅＲｏｍａｎＣｈｕrchformsabackgroundfortheriseofthe 
feudalforcesinWester、Europe,where,stilllater,ｔｈｅＣｈｕｒｃｈｓｅｅｍｓｔｏｈａｖｅｅｘｅｒｔｅｄａｇｒeatinfluenceto-
wardpreservinglongerandmoreeasilythanwouldotherwisehavebeenpossiblethecomparativehierar-
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フ
ラ
ン
ク
王
国
が
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
た
そ
の
半
世
紀
後
、
仏
教
が
日
本
に
伝
来
し
た
。
宗
教
が
あ
る
人
種
全
体
を
十
二
分
に
教
育
す
る
の
に
要
す
る
時
間
の
長
さ
は
、
今
日
で
さ
え
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
軍
隊
が
い
わ
ゆ
る
劣
等
と
さ
れ
る
人
種
の
な
か
に
軍
事
行
動
を
展
開
す
る
行
為
に
よ
っ
て
計
測
が
可
能
だ
ろ
う
。
人
々
に
及
ぼ
す
宗
教
の
純
粋
に
道
徳
戦中戦後知識人の担った使命と役割（七）（崖）
一五
。ｐ『○局（ずの命の巨已口」。『ぬロロ目、ごｏロ・閂曰く口『】○口の【ごロ『の》ロ一ｍ○・吋の］一ｍ一○Ｅｍｏｏｐ⑩】□の局四ごｏｐｍ］回『ケの声旨ロロ【ごい□『口円ｏＨｐｐｐ１
庁一ａｐ９ｑのヨヨｇの宮ｍ８ｑｏ鷺の巳四二⑩日・岳のの南のＣ庁ｍ・命、ＯＢの。崗尹「豆◎ず目ぐのすの①。命日‐局のＰＣ厩口ｍ・旨○門巴貢（・Ｐ
げげの門口のロ什口］⑪】＠の。帛命のロ』口一一ｍ門口・‐ゲゲの⑪ｂ】風（○局◎け】ごｍ』Ｈぐゆ口。⑪の一路‐⑪、◎画か。③（ずのｂの『ゴ〕のロ（》。、のの口のの○命○○口什弓、。（》
ｑ
 
ロロロサロのｂＨ②。ご○ｐ」（『口】。一二ｍ一口□。］唇一○ｍ」ロロロの○ｓ、」Ｃｏｐｇ色。←。。□、のロロの口（Ｐｐｏｐ命ケの一一【ゴ群の」一○．口］】ロサの『の⑪註②。｛ずけの
ｍの虎口口＠分面のワローロコ◎のＱ『－，ケ庁⑪ロロロ○ケ己、、ご○ロ⑪）ロロ■○局のの〆佇のロロのＱｂＨｏｂ○吋ロ○コ⑩マーゴ〕口］ずＰぐの》ゴごＰ『『】ｐｍＱの、円のの⑪
ワの①ｐｍｍｐＣは○口のＢＨｐｐｏゴロ］旨のｇｏ司已の回］旨の９門の、ｂの。ごくのご》ケ冤○ケＨ』、←拭口詳邑口ｐＱｍｐｑＱ三の日．シ］一㎡可の⑩の同】。。円‐
（⑪ロー◎○口巴Ｑの門口は○口、○口ロロ○戸声ｏ勇『のぐの局）ｎｏゴロの口］げぽの命口。←（ずロ｛【のＥ９回」厨ロ】げゆ、Ｈ】いのロ・□のぐの］○℃のｇＰｐＱ飴色］］の口。□
す。（ロ○ず凶⑪←厨ロ⑤ローｍＰｇＱ厩、命⑩。】」．ｐ曰ロゴ群ロロ］目ＰのＣのｐｇのロ什一『｛『○日○コの四口○一可の門・門口のロ（の。崗（ずの日、の局の口８日
冠の］】Ｂｏｐｍｐｇ】ロ」のｂのロロのｐ８白巨のＳご》ｇの可の日のｐＱｏｐの①南の。筋。｛ウ。岳。ず己冨３８口回○一ケのの血臼」】。『の門の、ご‐
ロ旨ゆずの良計宮の命のロＱｍ－Ｈ己一コｇｏ｛（ずの回Ｐ⑩（ｐｐＱｏ虎←ずのご「の⑪←⑪ケ○急の。⑩ＰＣずぃ司臼ロロ司丙ｐケ｜の○○一コ９□の己○の】ローけのロ〕。門口」
、ロロロ悼口←の且四」ず甸回一口一口、詳汀口Ｑ『の。国ぐのｇ｛ず口什什ｏｐＰ］→ロヰの『（西の弓○○口←⑫。←》回巨門○での煙ロロ」ロロロロＨご口局ぐの］ゆづ←ずのぎ
巨口の〆ｂのｇのｓ超注○一』の巨口ｇのＨｍＢｐＳ口、○命のロロゲ○げぽの局・円『岳の】『日南の［のロ８房⑪一ｍ已甸○口ロ（・ロ。」のの⑪門の日ロ吋屍四口の厨
（皿）
忌日『局の⑪の日ウ一ｍ口８》、ロ」吾の』回耳の旬日ロの（ワの。○缶四一詳竺の○コ臼ｍ８ｇの⑪日昌］、国ご冒仔の岸ぽい８臥○巴臼のＱロー旨の。
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的な影響は、恐らくその政治的、社〈雪的な効果に比べ、より時間がかかるものであるが、その社会的効果でさえ、
伝
道
者
に
よ
っ
て
誇
張
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
六
～
七
世
紀
か
ら
十
二
～
十
三
世
紀
に
か
け
て
の
時
間
的
隔
た
り
は
六
○
○
年
に
及
ん
で
お
り
、
封
建
的
日
本
と
封
建
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
二
～
一
三
世
紀
の
制
度
的
研
究
は
、
制
度
と
し
て
乃
至
は
原
理
と
し
て
も
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
が
漸
次
的
な
封
建
制
度
の
形
成
の
基
礎
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
い
ま
だ
提
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
二
つ
の
宗
教
が
封
建
制
度
の
歴
史
に
お
い
て
占
め
て
き
た
重
要
な
位
置
と
い
う
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
否
定
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
例
え
ば
、
制
度
上
で
は
蘇
我
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
仏
教
は
大
化
改
新
を
早
め
た
の
で
あ
り
、
回
り
ま
わ
っ
て
社
会
の
封
建
制
へ
の
変
容
に
必
要
な
前
置
き
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
王
国
と
ロ
ー
マ
教
会
と
の
同
様
な
関
係
は
、
西
欧
の
封
建
勢
力
勃
興
の
背
景
を
形
作
り
、
な
お
も
後
に
は
教
会
は
す
べ
て
の
点
で
封
建
制
機
構
の
相
対
的
支
配
層
を
可
能
た
ら
し
め
て
き
た
以
上
に
、
そ
れ
が
よ
り
長
く
よ
り
容
易
な
方
向
へ
と
向
う
よ
う
に
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
方
法
で
、
封
建
制
度
の
歴
史
に
お
け
る
多
く
の
浪
漫
的
な
出
来
事
の
背
後
に
宗
教
的
判
断
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
遠
大
で
あ
り
続
け
る
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
た
。
道
徳
上
も
ま
た
、
封
建
制
度
の
心
的
側
面
、
騎
士
道
精
神
や
自
己
犠
牲
、
契
約
の
分
別
の
浸
透
、
そ
し
て
政
治
的
社
会
的
振
舞
い
の
実
践
的
訓
練
は
、
封
土
の
限
ら
れ
た
地
域
的
利
益
と
均
衡
の
と
れ
た
権
利
と
義
務
に
対
し
て
よ
り
拡
大
し
た
規
模
で
結
果
を
桾
来
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
偲
度
で
、
裁
可
を
受
け
、
理
屈
づ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
理
想
化
さ
れ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
顛
要
な
考
察
は
、
封
建
制
度
が
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
両
方
の
土
壌
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
に
お
互
い
独
自
に
、
勃
興
し
、
発
展
し
、
没
落
し
た
事
実
を
極
い
隠
す
も
の
で
は
な
い
。
宗
教
上
の
違
い
や
歴
史
上
の
独
立
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
宗
教
の
莫大な効果は容易に過大評価されず、東洋と西洋の封建的精神は、道徳やこれまで受けてきた物質的教育におけ
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こ
こ
で
は
、
飛
鳥
時
代
以
来
、
朝
鮮
半
島
の
百
済
か
ら
川
本
に
伝
来
さ
れ
る
に
至
っ
た
仏
教
が
、
時
代
を
経
て
、
武
士
道
桁
神
を
雅
調
と
す
る
主
君
と
武
士
と
の
間
に
お
け
る
共
生
・
依
存
関
係
に
対
し
て
も
長
い
時
間
を
か
け
て
影
響
を
与
え
て
き
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
、
西
欧
世
界
と
の
歴
史
的
か
つ
宗
教
的
な
相
述
が
存
在
し
て
も
、
両
方
の
社
会
に
お
け
る
封
建
制
度
は
効
率
的
な
社
会
統
治
並
び
に
社
会
統
合
体
系
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
機
柵
と
階
層
構
造
を
よ
り
長
く
安
定
さ
せ
、
社
会
秩
序
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
い
う
見
識
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
朝
河
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
を
指
し
て
、
政
治
の
封
建
化（句の且昌困蝕。ご・崗○・ぐの日日の口戸）、或いは封建的政治（句の且口］○・ぐの日日の貝）と表現していたのである。
日
本
に
お
い
て
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
伴
天
述
追
放
令
（
一
五
八
七
年
）
に
続
く
、
徳
川
家
康
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
（
一
六
一
四
年
）
以
来
お
よ
そ
三
世
紀
に
渡
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
維
新
後
六
年
月
の
一
八
七
三
年
に
な
り
解
禁
さ
れ
た
。
長
崎
や
島
原
な
ど
九
州
地
方
の
一
部
で
は
、
弾
圧
の
後
も
カ
ソ
リ
ッ
ク
信
仰
は
密
や
か
に
絶
え
る
こ
と
な
く
生
き
延
び
た
が
、
明
治
の
新
時
代
を
迎
え
、
新
た
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
当
時
の
知
識
人
階
厨
で
あ
っ
た
士
族
の
な
か
か
ら
は
、
英
米
の
文
化
や
言
語
を
極
得
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
察
知
し
、
他
に
先
立
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
る
朝
河
の
よ
う
な
人
物
が
多
く
鞭
出
し
た
。
特
に
藩
閥
政
治
か
ら
は
ほ
ぼ
排
除
さ
れ
て
い
た
士
族
層
で
は
、
士
族
と
い
う
身
分
の
大
義
名
分
の
生
き
残
り
を
掛
け
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
内
村
鑑
三
や
新
渡
戸
稲
造
な
ど
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
有
す
る
指
導
者
た
ち
も
こ
う
し
た
系
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
七
）
（
礎
）
一七
る
こ
う
し
た
注
目
す
べ
き
偶
然
を
示
し
て
お
り
、
今
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
接
触
の
後
は
、
予
想
を
裏
切
っ
て
互
い
を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
に
脳
嘆
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
ら
の
違
い
が
放
大
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
注
目
す
べ
き
は
類
似
点
で
あ
り
、
そ
れ
（肥）
は
史
的
に
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
に
お
け
る
類
似
性
に
少
な
か
ら
ず
負
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
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明治の新時代以降の近代においては非封建制度的要素（園・ロー可の口目一四の日のロ厨）が鹸調され、かつ伝統的身分制
度
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
家
の
制
度
的
外
観
は
欧
米
諸
国
の
望
む
よ
う
な
形
態
を
持
つ
も
の
と
な
り
、
啓
蒙
的
側
面
か
ら
の
近
代
化
を
果
た
し
得
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
朝
河
は
そ
こ
で
、
長
い
歴
史
的
時
間
を
か
け
て
完
成
し
て
き
た
社
会
統
治
お
よ
び
社
会
統
合
体
系
が
将
来
的
に
は
徐
々
に
崩
壊
の
憂
き
目
を
見
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
憂
慮
を
生
じ
さ
法
学
志
林
第
一
○
八
巻
第
二
号
一八
譜
と
連
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
も
朝
河
同
様
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
武
士
と
し
て
の
教
育
を
受
け
な
が
ら
成
長
し
た
背
景
を有しており、そんな彼らにとって、キリスト教とは、新時代の武士道を継承し媒介する手段ともなり得たのである。
こ
の
よ
う
に
、
自
由
の
理
念
を
大
き
く
標
傍
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
禁
欲
的
態
度
を
求
め
る
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
生
活
態
度
は
、
「武士道」の美徳を最高の価値として認識していた彼らの同感を最も得やすいものだったのではないだろうか。すな
わ
ち
、
正
義
と
真
理
の
為
に
生
命
を
惜
し
ま
ざ
る
精
神
で
あ
る
伝
統
を
内
包
す
る
「
武
士
道
」
に
依
拠
し
な
が
ら
、
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
と
接
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
状
況
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
彼
ら
が
西
洋
の
宗
教
理
念
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
内
面
化
す
る
際
に
は
、
日
本
の
時
代
状
況
を
含
ん
だ
合
理
的
解
釈
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
心
と
道
徳
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
ば
社
会
全
体
に
お
け
る
公
共
善
の
確
立
に
貢
献
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
とくに主君と武士の相互的奉仕によって続けられてきた互恵的関係の崩壊がその実質的内容物の破域にまで及んで
４．土着的伝統の重要性の強調ｌむすび
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し
ま
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
主
君
と
従
臣
の
関
係
の
唯
名
性
（
口
・
目
ロ
農
の
日
）
だ
け
が
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
独
占
的
権
力
の
集
中
櫛
造
が
新
た
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
は
、
土
着
的
伝
統
性
の
迩
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
我
々
の
ど
う
や
ら
偶
然
の
問
い
は
、
極
東
の
歴
史
が
比
較
歴
史
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
価
値
あ
る
教
授
と
も
な
る
と
い
う
興
味
深
い
省
察
へ
と
我
々
を
導
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
こ
と
が
我
々
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
で
独
自
に
成
長
し
た
封
述
制
度
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
生
み
川
し
た
本
性
と
原
理
に
お
い
て
ひ
ど
く
緬
似
し
て
い
る
と
い
う
要
川
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
対
処
主
義
と
時
を
同
じ
く
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
の
何
か
で
あ
る
。
そ
の
問
趣
は
大
き
く
、
制
庇
観
か
ら
発
す
る
問
題
関
心
は
賞
賛
を
必
要
と
し
て
い
な
い
、
と
い
う
の
も
そ
の
繭
要
性
は
、
日
本
社
会
と
西
洋
社
会
の
真
っ
只
中
で
い
ま
な
お
作
動
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
長
き
に
亘
っ
て
作
動
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
封
建
制
度
の
大
き
な
物
質
的
精
神
的
影
響
に
よ
っ
て
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
。
封
建
的
起
源
に
関
す
る
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
困
難
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
と
同
様
に
、
日
本
で
も
困
難
で
あ
る
と
断
言
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
複
雑
で
長
期
に
及
ぶ
研
究
に
と
っ
て
、
こ
の
論
文
は
簡
潔
な
序
論
となろう。封建制の起源とは古代日本と小国が四階六四五年に人為的に結託した一部の武力が一緒になってもた
（旧）
●
 
ロ○口。
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こ
こ
で
彼
は
、
学
問
世
界
に
お
け
る
既
存
の
歴
史
学
に
対
す
る
批
判
的
評
価
を
行
っ
て
お
り
、
大
化
改
新
を
日
本
と
中
国
と
の
間
に
お
け
る
異
文
化
融
合
後
の
制
度
的
変
化
の
過
程
で
あ
る
と
い
う
画
期
的
な
認
識
を
示
し
た
。
日
本
と
中
国
の
間
の
文
化
は
、
条
件
も
種
類
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
に
お
け
る
文
化
は
、
対
比
的
で
は
な
く
融
合
し
て
き
た
も
の
と
朝
河
は
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
大
化
改
新
と
い
う
大
変
革
が
実
現
し
た
こ
と
に
お
け
る
天
皇
の
存
在
的
役
割
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
っ
た
。
こ
の
積
極
的
評
価
を
下
し
た
朝
河
は
、
同
時
に
、
日
本
の
伝
統
的
封
建
制
と
天
皇
と
の
関
係
に
関
す
る
歴
史
認
識
を
欧
米
の
知
識
人
た
ち
に
紹
介
す
る
契
機
を
創
っ
た
点
で
、
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
戦中戦後知識人の担った使命と役割（七）（膿）
一一一
…
…
そ
の
う
え
、
大
化
改
新
が
影
響
を
こ
う
む
っ
た
独
特
の
条
件
か
ら
、
こ
の
研
究
は
研
究
者
を
中
国
の
歴
史
と
文
明
の
あ
る
重
大な特徴に触れされることになるだろう。中国への関心は日本への関心よりも少ないはずがない。しかしながら、
こ
こ
で
の
関
心
は
単
に
歴
史
的
あ
る
い
は
制
度
的
で
あ
る
以
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
二
つ
の
文
化
は
、
程
度
に
お
い
て
も
種
類
に
お
い
て
も
、
お
互
い
に
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
対
照
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
と
も
に
融
合
さ
れ
続
け
て
い
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
た
ぶ
ん
社
会
科
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
二
つ
の
人
極
あ
る
い
は
二
つ
の
文
明
が
遭
遇
が
も
た
ら
し
た
結
果
以
上
に
興
味
深
い
主
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
制
度
的
変
化
の
歴
史
は
大
化
改
心
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
頁
で
は
導
入
、
形
態
、
主
題
と
し
て
の
重
要
性
な
ど
が
続
く
が
、
よ
り
重
要
な
問
題
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
問
題
へ
の
関
心
は
、
社
会
学
的
で
あ
り
、
一
般
的
人
類
の
発
展
と
い
う
術
語
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
予
期
し
え
な
い
よ
う
な
、
完
全
に
土
着
の
封
建
制
度
が
育
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
彼
は
、
ｎ
ら
の
専
門
分
野
で
あ
っ
た
歴
史
学
を
通
し
て
、
世
界
の
巾
で
日
本
が
と
る
べ
き
政
治
的
文
化
的
方
向
性
に
つ
い
て
訴
え
る
と
同
時
に
、
欧
米
列
強
が
帝
国
主
義
の
も
と
に
植
民
地
を
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
、
道
徳
的
意
義
を
大
前
提
と
し
な
が
ら
、
歴
史
認
識
を
踏
ま
え
た
国
家
の
あ
り
方
に
側
す
る
持
論
を
展
開
さ
せ
た
。
自
ら
の
信
念
の
も
と
、
祖
国
（
シ
四
・
日
の
一
目
ｅ
を
械
極
的
に
擁
識
し
てきた彼は、日露戦争に勝利した後から祖国日本（白眉：儲昏のロ且ぐの』口且）が見せた欧米列強と変わらない剥き
出
し
の
野
心
に
対
し
て
、
彼
は
狼
狐
し
な
が
ら
も
祖
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
人
類
と
世
界
へ
の
普
遍
性
に
反
す
る
行
為
と
祖
国
を
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
朝
河
の
判
断
は
、
歴
史
学
研
究
を
通
し
た
合
理
的
社
会
統
合
法
学
志
休
鞆
一
○
八
巻
鞆
二
号
一一一一
こ
こ
で
は
、
博
論
執
筆
後
に
譜
か
れ
た
序
エ
×
を
中
心
に
封
建
制
度
を
め
ぐ
る
伝
統
と
文
化
に
対
す
る
朝
何
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
。
彼
は
、
日
本
を
離
れ
て
活
動
し
つ
つ
も
、
真
の
愛
国
と
正
義
に
つ
い
て
実
証
的
な
歴
史
学
に
お
け
る
検
証
を
通
し
て
訴
求
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
単
に
封
建
制
の
歴
史
的
事
実
を
詳
述
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
見
解
を
導
出
し
た
も
の
の
、
こ
う
し
た
合
理
的
理
念
を
提
示
で
き
な
い
こ
と
に
悩
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
背
景
の
な
か
に
は
、
祖
国
に
お
け
る
士
族
層
出
身
と
し
て
彼
の
使
命
感
に
加
え
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く
宗
教
的
信
念
や
在
外
日
本
人
と
し
て
の
国
家
意
識
と
の
相
克
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
明
治
維
新
に
よ
る
文
化
的
変
化
の
大
き
な
波
を
体
験
し
た
朝
河
は
、
現
実
に
杭
す
る
よ
う
に
文
化
的
一
貰
性
こ
そ
が
繭
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
も
っ
て
い
た
。
彼
が
信
念
と
し
て
い
た
の
は
、
人
間
と
し
て
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
本
質
的
普
遍
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
盲
目
的
確
信
で
は
な
く
、
理
想
的
伝
統
の
保
持
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
初
期
論
文
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
封
建
制
度
に
対
す
る
判
断
も
、
単
純
に
否
定
的
印
象
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
欧
米
に
比
べ
て
も
進
ん
だ
歴
史
的
要
素
を
持
ち
、
か
つ
道
徳
規
範
を
身
に
つ
け
た
武
士
と
庶
民
が
互
恵
的
に
生
活
を
共
に
し
て
き
た
と
い
う
日
本
の
封
建
制
の
あ
る
べ
き
姿
を
投
影
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろう。
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の方向性の確保、そして究極的には、祖国日本と人類全体の新たな普遍性（○の口の司巴）ご）の確保と進歩といった理想
の実現（丘８－ｍの島８口。ご）への表明ではなかっただろうか。
（Ⅱ）添いロ．】ｏ巨鈩⑪Ｐ片仏君色腰曰すの回日』く旨⑪昌巨屋○四巳匠［の。〔」い□Ｐ目②⑫ＥＰ巨甘目の『の［。『日Ｃ［の虚シ・口創・言畷＆Ｐｐｐ－この『鰹逗勺司の⑭②・
勺ユゴ扇旦口硫曰○汽瑁○・のゴロの｝ぬゴＰ巳Ｃ②・ロ・』’二
戦中戦後知識人の担った使命と役割（七）（礎）
一一一一一
（
、
）
日
本
語
訳
ｌ
著
者
（
座
）
（９）沢Ｐロ．】◎巨診⑭、〆鹿乏騨§『冒回Ｐユ臣旨睡二Ｅ二○口巳巨［◎。〔」ＰｂＰＲＰいＥＳ、冒一冨胃〔○旬日。［の念シ・□・‐・雪隠の口Ｐロ日ぐの劇】【く勺同の⑭⑰．
Ｒ
 
勺ユヨ【の」色庁弓○六弾○包めず乞わ｝鞭づゅ・岸しついごつ・』
（８）Ⅲ本譜訳１粁背（鵬）
（７）【：．一○三シ段片口舅「画Ｇヨゴの面、ユ電『ゴ鷺一目缶一○コ四一巨崗の◎亀」：山。”の⑩目」望ヨ芽の『の｛。。二○命の台ン・ｐ３》三画いのｇロヨぐの『②一コで『のいい》
ｑ
 
勺臥ロ［のＱゆげ曰。【臣○・ｍロ仁の』鞍声伐・』のＣ②。□・ｍＩの
（６）日本語訳Ｉ著者（膿）
（３）宍口昌○巨シ⑪の百二愚底弓ケの回閂一望目日蝕ご毬。□巴巨｛の○局」②ロＰ目の②目。］ごＳの忌帛。『日○崗震⑰シ・口．．》三口いの８ロローこの門⑩】弓や『のめめ・
勺ユロ【の□⑪一日○戸境ｐのケ戸の】吐汀陣・＄＆
（４）尻⑫ロげぽシいゆ汽働電・釣膜の○日の。〔【ケの○○口戸臥ワ巨回○国⑪。〔可の巨旦巴昌②□いｐ８Ｓのｚの夢「』呂騨口遡・曰ケの』○戸目区。肉河口、の□のぐの一『○℃臼の貝
（』の弓○”）・ぐ○一・四Ｚ。』・」Ｐ一望・巳届・ロロ②－②
（５）【：．》Ｓ】シ切鳥：画，弓すの回閏一望巨鷺】目（】８巳巨（の。【」各自β⑩目身旨呂の『の〔。『日・命の盆シ・ロ・瓜・乏四切巴口ご已この『い】ご勺『のいい・
やユロ行の＠口〔弓。【望○・のゲＰＢいぼＰ』やＣ②。□。⑪
（１）清水美和三罵る日本」と闘った男」、東京、講談社、二○○五年九月、四○～四十五頁参照
（２）朝河質一瞥耐編集委員会編『幻の米国大統領親書ｌ歴史家朝河画一の人物と思想」、東京、北樹出版、一九八九年六月、百二十七
１
両
二
十
八
頁
（
釧
河
凹
一
年
表
）
参
照
淌水蕃和『「駒るⅢ水」と戦った列ｌⅢ館鯛和条約の騨台典と朝河仙一」、東京、漸談社、二○○五年九Ⅱ、二面六十肛矼（水榔に関係
す
る
朝
河
貫
一
年
表
）
参
照
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矢
吹
晋
「
朝
河
貫
一
と
そ
の
時
代
」
、
東
京
、
花
伝
社
、
二
○
○
七
年
十
二
月
山
内
晴
子
『
朝
河
二
○
一
○
年
三
月
朝
河
貫
一
書
簡
編
集
委
員
会
編
「
幻
の
米
国
大
統
領
親
書
ｌ
歴
史
家
朝
河
貰
一
の
人
物
と
思
想
ｌ
」
、
東
京
、
北
樹
出
版
、
’
九
八
九
年
六
月
阿
部
善
雄
『
最
後
の
日
本
人
Ｉ
朝
河
質
一
の
生
涯
Ｉ
』
、
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
九
月
清
水
美
和
『
「
馬
る
日
本
」
と
闘
っ
た
男
』
、
東
京
、
講
談
社
、
二
○
○
五
年
九
月
山
内
晴
子
『
朝
河
貫
一
論
ｌ
そ
の
学
問
形
成
と
実
践
ｌ
』
、
東
京
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
そ
の
他
の
参
考
文
献
朝河貫一『日本の禍機」、一塁邪、講談社、一九八七年四月
債Ｓ②ロロ四回。の。。】の缶望ヨンョのａのご画一』②つゆゴママケ留日壷の○．ヨ『且鳶のの由。『（ずの勺巨ケ一一．自○己。『Ｏ『・【・少⑩②丙曾ご色三『。『【のご８○つの『周一○国弓詳可司可の
○・■ロ。】］○口固閉ずし巴目、目＆＄哺巴のロ日ご閏巴Ｑ・勺：廉げの□白眉目、Ｃｓのご［○局唇の勺尉・ＣＢＣごＣｐＣ［のｓ図。Ｐ曰。ご◎．」眉目］や＄
尻騨口胃巨鈩⑪Ｐ戸Ｐ二「Ｐ倉曰宮のＣＣＣＰ日の口←⑰。［岸民』・・・つずく曰茸の○．日日宮←の①［。、Ｓｃや戸巨行ｇｏ回。届□吋・尻・少切凹穴曾三口三○門戸、旨８○℃の『ｍｐｏロ
ゴ】忌日汀の○○色ゴ９一○弓固閉（シ切莅ゴの盲○一のの》『口一のロヨぐの『②一蔓》勺巨ワニめずのユ白色つゆゴの○○一のご｛。『号の勺『。ｇｏ武。ご○閂、。】の口○の包弓。汚］Ｐ』ｐｂｐ回
法学志林第一○列
（胆）日本語訳Ｉ著者（崖）
（過）歸日』ざ巨衿切巴田葛回虞
四）観口唇胃巨シ⑩Ｐ片⑫葛回及曰ロの回陣ユ忌閂ロ⑪ご冒働○回巳巨【の。［』Ｐｂ⑪目色⑫冨口冤旨冒の『の［◎局日。［の一切少．。．》．》三四ｍのｇＰｃ巳ご周⑫】ご而忌、⑪一
℃ユロ筋ユ輿弓○六『。》のゴロの一の可四》】やｇ一つ己・ニー①
」①⑪、
第
一
○
八
巻
第
二
号
一
四
Hosei University Repository
